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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

分担研究報告書（平成 30年度） 

 

新たな IBD 診断の開発 

潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡のアトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断システムの開発 

 

研究分担者 中野 雅 北里大学北里研究所病院 消化器内科 部長 

 

研究要旨 

① 潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡のアトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

本研究は多施設共同により、潰瘍性大腸炎患者に対し大腸内視鏡と大腸カプセル内視鏡を同日に行って

活動性炎症所見を比較し、大腸カプセル内視鏡画像アトラスを作成し公表した。さらに集積した画像を

元に大腸カプセル内視鏡に特化した炎症度評価スコアを作成（論文発表）し、公表した。 

② 炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断システムの開発 

炎症性腸疾患患者の消化管内視鏡画像を集積し、その内視鏡画像の特徴を AI（Artificial 

intelligence）に学習させることにより通常内視鏡診断におけるコンピューター診断支援システム

（Computer-aided diagnosis；CAD system）を完成させ、炎症性腸疾患における内視鏡検査中のリアル

タイム内視鏡診断を実現することを目的とする。 
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A. 研究目的 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の

アトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

潰瘍性大腸炎（UC）は、大腸にびらんや潰瘍を

形成する原因不明の炎症性腸疾患である。UC の

診断は大腸内視鏡（CS）を行い、連続性に拡が

る大腸の炎症の程度、病変の罹患範囲を確認す

ることが主体となる。UCの診療において、CS は

必須の検査であるが、症状の増悪や疼痛、穿孔

のリスクなどの安全性に十分に配慮して施行の

可否を慎重に判断する。カプセル内視鏡（CE）

は非侵襲的に腸粘膜の観察が可能であり、本邦

では第 2世代の大腸 CEである PillCam COLON2

カプセル（CCE-2）が 2013 年 7月より国内で使
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用可能となっている。CCE-2 の有用性は、主に大

腸腫瘍性病変の拾い上げ診断に対して示されて

おり、UCに対する炎症の評価に関しては国内外

での少数の報告に限られる。そこで本研究は多

施設共同により UC患者に対して CSと CCE-2 を

同日に行い、炎症所見を比較検討することで大

腸カプセル内視鏡画像アトラスを作成し広く公

表することを目的とする。さらに集積した画像

を元に大腸カプセル内視鏡に特化した炎症度評

価スコアを作成することを目指す。               

②炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断シ

ステムの開発 

炎症性腸疾患（IBD）における特徴的な内視鏡所

見に関しては一定のコンセンサスが得られてい

る一方、内視鏡所見からの診断・評価について

は各専門医に委ねられている部分が多い。また

重症度評価に関しても様々なスコアが存在する

が正確に validation されたものはない。そこで

本研究において診断確定済み IBD 症例の内視鏡

画像を全国から集積し、その内視鏡画像の特徴

を AIに学習させることにより IBD における通常

内視鏡診断時のコンピューター診断支援システ

ムの構築を行う。これにより統一した IBD 内視

鏡診断アルゴリズムの確立をめざし、最終的に

は IBD における内視鏡検査中のリアルタイム内

視鏡診断および重症度評価を実現することを目

的とする。 

 

B. 研究方法 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の

アトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

本研究は、慶應義塾大学医学部内視鏡センタ

ー・消化器内科を中心とした、上記施設との多

施設共同研究である。UC患者を対象に CCE-2 お

よび CS を同日に実施し、CS ならびに CCE-2 両内

視鏡画像を集積する。検査当日は CCE-2 を先行

して実施し、同日に施行する CS では可能な限り

全大腸を観察する。40例の CCE-2 画像および CS

画像からアトラス作成に必要な画像所見を決定

しアトラスを作成する。さらに集積した画像を

元に炎症度評価スコアを作成する。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、各施設での倫理委員会の承認を必要

とする。個人情報保護の観点からも、集積され

た内視鏡画像を中心とする臨床情報は慎重に取

り扱う。匿名化情報の管理は施設ごとに行い、

慶應義塾大学医学部内視鏡センターへのデータ

の受け渡しも十分な配慮の元に行う。 

②炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断シ

ステムの開発 

事前に各施設における倫理委員会の承認を得た

後、各施設の内視鏡画像を集積する。同時に臨

床データ（臨床経過、症状、治療内容、血液検

査結果、病理結果など）を集積する。一定量の

内視鏡画像を AI に学習させた後、診断制度が上

がる学習方法を検討し、これを繰り返すことで

AI の診断能を向上させる。構築した AIによる内

視鏡検査画像診断システムに新規の CS画像を読

影させて IBD の診断に関する感度、特異度、正

診率などを評価する。IBD の消化管内視鏡検査画

像のうちある一定量の症例をランダムに選び、

AI の学習セットとして残りの症例を評価し IBD

診断の感度、特異度、正診率などを算出しリア

ルタイム内視鏡診断システムの構築を行ってい

く。 

（倫理面への配慮） 

本研究は各施設の倫理委員会の承認の後に研究

を行う。個人情報の保護にも十分に配慮し、各

施設間のデータのやり取りには匿名化情報を用

いる。 

 

C. 研究結果 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の

アトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

平成 28 年度に、第一段階 40例の画像収集が終

了、CCE-2 ビデオから判定した重症度スコアの項

目の重みづけ、採用項目の統計学的な解析が終

了し、スコアが完成した。カプセル内視鏡アト

ラスについては、「大腸カプセル内視鏡を用いた

潰瘍性大腸炎内視鏡画像アトラス」が完成し、
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平成 30 年 3 月に発刊した。平成 30年度には、

大腸カプセル内視鏡による潰瘍性大腸炎重症度

評価スコアを論文化し公表した。    ②炎

症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断システ

ムの開発 

平成 30 年度は、本研究計画の発案、研究体制

の構築を行った。さらに慶應義塾大学における

倫理委員会申請を行った。 

 

D. 考察 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の

アトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

平成 30 年度は、大腸カプセル内視鏡スコアを

英文誌に公表した。今後はこのスコアの再現

性、病勢評価の正確性をみるための Validation 

study を検討する。                         

②炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断シ

ステムの開発 

次年度は他施設の倫理委員会の承認、画像の収

集、AI の学習法の検討、確立を行う。 

 

E. 結論 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の

アトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

大腸カプセル内視鏡による潰瘍性大腸炎重症度

評価スコアを論文化し公表した。 

②炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断シ

ステムの開発 

平成 30 年度は、本研究計画の発案、研究体制

の構築を行った。さらに慶應義塾大学における

倫理委員会申請を行った。 

 

F. 健康危険情報 

両研究共なし。本研究に起因する有害事象を

認めず。 
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